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(57)【要約】
　本発明は、アップリンクパケットデータサービスを支
援する移動通信システムであって、アップリンクデータ
転送のために端末が追加の資源を必要とするか否かを表
すハッピービットを転送するための方法及び装置を提供
する。上記端末は、現在プロセスがスケジューリング転
送（ＳＴ）で動作する活性（Active）プロセスであるか
、あるいは非スケジューリング転送（ＮＳＴ）に許容さ
れた非活性プロセスであるかによって、互いに異なる基
準を適用して上記ハッピービットを設定する。基地局は
、複数のプロセスに対して受信されたハッピービットを
解析し、上記各プロセスの種類によって解釈して、上記
端末のための最大許容データ転送率及び活性プロセスの
個数を決定し、上記決定された結果によって、上記端末
のアップリンクデータ転送をスケジューリングする。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　端末のアップリンクデータ転送のための制御情報を送信する方法であって、
　向上したアップリンク専用転送チャネル（Ｅ－ＤＣＨ）を介してアップリンクデータを
転送する現在プロセスがスケジューリング転送のために活性化されたか否かを判断するス
テップと、
　前記判断結果、活性プロセスであれば、現在プロセスが第１基準が満足するか否かを判
断するステップと、
　前記判断結果、前記第１基準が全て満足すれば、前記端末が追加の資源を必要とするか
否かを表すハッピービットを‘不満足（Unhappy）’に設定するステップと、
　前記活性プロセスにおいて、前記アップリンクデータを向上した専用物理データチャネ
ル（Ｅ－ＤＰＤＣＨ）を介して転送しながら前記Ｅ－ＤＰＤＣＨに関連する向上した専用
物理制御チャネル（Ｅ－ＤＰＣＣＨ）を介して前記ハッピービットを含む制御情報を基地
局へ転送するステップと、を含み、
　前記第１基準は、前記端末が現在のデータ転送率より高いデータ転送率で転送すること
に利用できる十分な送信電力を持っており、前記端末のバッファーに残っているデータを
スケジューリング転送で転送することに遅延時間以上が要求され、前記端末がサービング
グラントにより表れる最大許容データ転送率でＥ－ＤＣＨデータを転送できる場合を含む
ことを特徴とする制御情報の送信方法。
【請求項２】
　前記活性プロセスは、前記端末の無線資源を制御する無線網制御器（ＲＮＣ）により無
線資源制御（ＲＲＣ）シグナリングに設定され、前記基地局により転送される最大許容デ
ータ転送率を表す絶対グラントにより非活性（inactive）に表れないプロセスであること
を特徴とする請求項１に記載の制御情報の送信方法。
【請求項３】
　前記現在プロセスが非活性で、かつ非スケジューリング転送で動作するように許容され
れば、第２基準が満足されるか否かを判断するステップと、
　前記第２基準が満足しなければ、前記ハッピービットを‘満足（Happy）’に設定する
ステップと、
　前記非スケジューリング転送プロセスにおいて、前記アップリンクデータを前記向上し
た専用物理データチャネル（Ｅ－ＤＰＤＣＨ）を介して転送しながら前記向上した専用物
理制御チャネル（Ｅ－ＤＰＣＣＨ）を介して前記ハッピービットを含む制御情報を基地局
へ転送するステップと、を更に含み、
　前記第２基準は、前記端末が現在のデータ転送率より高いデータ転送率で転送すること
に利用できる十分な送信電力を持っており、前記端末のバッファーに残っているデータを
スケジューリング転送で転送することに遅延時間以上が要求される場合を含むことを特徴
とする請求項１に記載の制御情報の送信方法。
【請求項４】
　前記非スケジューリング転送プロセスは、前記無線網制御器（ＲＮＣ）により無線資源
制御（ＲＲＣ）シグナリングに設定されたプロセスであることを特徴とする請求項３に記
載の制御情報の送信方法。
【請求項５】
　前記プロセスは、各転送時間区間（ＴＴＩ）の間に動作する複合自動再転送要求（ＨＡ
ＲＱ）プロセスを含むことを特徴とする請求項１に記載の制御情報の送信方法。
【請求項６】
　アップリンクデータ転送のための端末の制御情報を受信する方法であって、
　アップリンクデータ及び前記アップリンクデータに関連した制御情報を端末から受信す
るステップと、
　前記アップリンクデータが受信されるプロセスに対する前記制御情報に含まれて、前記
端末が追加の資源を必要とするか否かを表すハッピービットを格納するステップと、
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　前記端末との間に設定された複数のプロセスに関して格納されたハッピービットを、プ
ロセスがスケジューリング転送で動作する活性プロセスであるか、非活性でかつ非スケジ
ューリング転送で動作するプロセスであるかを解析して、前記端末に対する最大許容デー
タ転送率及び活性プロセスの個数を決めるステップと、
　最大許容データ転送率及び前記決定された活性プロセスの個数によって前記端末のアッ
プリンクデータ転送をスケジューリングし、スケジューリング結果を表すスケジューリン
ググラントを前記端末へ転送するステップと、
を含むことを特徴とする制御情報の受信方法。
【請求項７】
　前記ハッピービットは、前記ハッピービットに対応するプロセスが活性プロセスであり
、第１基準が満足すれば‘不満足（Unhappy）’に設定され、
　ここで、前記第１基準は、前記端末が現在のデータ転送率より高いデータ転送率で転送
することに利用できる十分な送信電力を持っており、前記端末のバッファーに残っている
データをスケジューリング転送で転送することに遅延時間以上が要求され、前記端末がサ
ービンググラントにより表れる最大許容データ転送率でＥ－ＤＣＨデータを転送できる場
合を含むことを特徴とする請求項５に記載の制御情報の受信方法。
【請求項８】
　前記活性プロセスは、前記端末の無線資源を制御する無線網制御器（ＲＮＣ）により無
線資源制御（ＲＲＣ）シグナリングに設定され、前記基地局により転送される最大許容デ
ータ転送率を表す絶対グラントにより非活性（inactive）に表れないプロセスであること
を特徴とする請求項７に記載の制御情報の受信方法。
【請求項９】
　前記ハッピービットは、前記ハッピービットに対応するプロセスが非活性で、かつ非ス
ケジューリング転送が許容されるプロセスであり、第２基準が満足しない時‘満足（Happ
y）’に設定され、
　前記第２基準は、前記端末が現在のデータ転送率より高いデータ転送率で転送すること
に利用できる十分な送信電力を持っており、前記端末のバッファーに残っているデータを
スケジューリング転送で転送することに遅延時間以上が要求される場合を含むことを特徴
とする請求項６に記載の制御情報の受信方法。
【請求項１０】
　前記非スケジューリング転送プロセスは、前記無線網制御器（ＲＮＣ）により無線資源
制御（ＲＲＣ）シグナリングに設定されるプロセスであることを特徴とする請求項９に記
載の制御情報の受信方法。
【請求項１１】
　前記決定するステップは、スケジューリング転送のための少なくとも一つの活性プロセ
ス、及び非活性でかつ非スケジューリング転送が許容された少なくとも一つの非活性プロ
セスに該当するハッピービットが全て‘happy’に設定されると、前記端末に対する最大
許容データ転送率及び前記端末に対する活性プロセス個数を維持することと判断する過程
を含むことを特徴とする請求項６に記載の制御情報の受信方法。
【請求項１２】
　前記決定するステップは、スケジューリング転送のための少なくとも一つの活性プロセ
スに対応するハッピービットが‘happy’に設定され、非活性でかつ非スケジューリング
転送が許容された少なくとも一つの非活性プロセスに対応するハッピービットが‘Unhapp
y’に設定されると、前記最大許容データ転送率を高めず、前記端末に対する活性プロセ
スの個数を増やす必要があると判断する過程を含むことを特徴とする請求項６に記載の制
御情報の受信方法。
【請求項１３】
　前記決定するステップは、スケジューリング転送のための少なくとも一つの活性プロセ
ス、及び非活性でかつ非スケジューリング転送が許容された少なくとも一つの非活性プロ
セスに該当するハッピービットが全て‘Unhappy’に設定されると、前記端末に対する最
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大許容データ転送率を高めるか、前記端末に対する活性プロセスの個数を増やす必要があ
ると判断する過程を含むことを特徴とする請求項６に記載の制御情報の受信方法。
【請求項１４】
　前記端末に対する活性プロセスの個数を変更するために、前記無線網制御器（ＲＮＣ）
に前記端末に対する活性プロセスの個数を変更することを要請する制御信号を転送するス
テップを更に含むことを特徴とする請求項６に記載の制御情報の受信方法。
【請求項１５】
　前記プロセスは、転送時間区間（ＴＴＩ）の間に動作する複合自動再転送要求（ＨＡＲ
Ｑ）プロセスを含むことを特徴とする請求項６に記載の制御情報の受信方法。
【請求項１６】
　端末におけるアップリンクデータ転送のための端末の制御情報を送信する端末装置であ
って、
　向上したアップリンク専用転送チャネル（Ｅ－ＤＣＨ）を介してアップリンクデータを
転送する現在プロセスがスケジューリング転送で動作する活性プロセスであるか否かを判
断する活性プロセス制御部と、
　前記現在プロセスが動作されると、前記現在プロセスが第１基準を満足するか否かを判
断し、前記第１基準が満足されると、前記端末が追加の資源を必要とするかを表すハッピ
ービットを‘不満足（Unhappy）’に設定する制御情報設定部と、
　向上したアップリンク専用転送チャネル（Ｅ－ＤＣＨ）を介してアップリンクデータを
転送するための複数のプロセスを含み、前記活性プロセスにおいて、前記アップリンクデ
ータを向上した専用物理データチャネル（Ｅ－ＤＰＤＣＨ）を介して転送するデータチャ
ネル送信部と、
　前記アップリンクデータ転送と共に、Ｅ－ＤＰＤＣＨに関連する向上した専用物理制御
チャネル（Ｅ－ＤＰＣＣＨ）を介して前記ハッピービットを含む制御情報を基地局へ転送
する制御チャネル送信部と、を含み、
　ここで、前記第１基準は、前記端末が現在のデータ転送率より高いデータ転送率で転送
することに利用できる十分な送信電力を持っており、前記端末のバッファーに残っている
データをスケジューリング転送で転送することに遅延時間以上が要求され、前記端末がサ
ービンググラントにより表れる最大許容データ転送率でＥ－ＤＣＨデータを転送できる場
合を含むことを特徴とする制御情報の送信装置。
【請求項１７】
　前記活性プロセスは、前記端末の無線資源を制御する無線網制御器（ＲＮＣ）により無
線資源制御（ＲＲＣ）シグナリングに設定され、前記基地局により転送される最大許容デ
ータ転送率を表す絶対グラントにより非活性（inactive）に表れないプロセスであること
を特徴とする請求項１６に記載の制御情報の送信装置。
【請求項１８】
　前記制御情報設定部は、前記現在プロセスが非活性で、かつ非スケジューリング転送が
許容されるプロセスであれば、第２基準が満足されるか否かを判断し、
　前記第２基準が満足しなければ、前記ハッピービットを‘満足（Happy）’に設定し、
　ここで、前記第２基準は、前記端末が現在のデータ転送率より高いデータ転送率で転送
することに利用できる十分な送信電力を持っており、前記端末のバッファーに残っている
データをスケジューリング転送で転送することに遅延時間以上が要求される場合を含むこ
とを特徴とする請求項１６に記載の制御情報の送信装置。
【請求項１９】
　前記非スケジューリング転送プロセスは、前記無線網制御器（ＲＮＣ）により無線資源
制御（ＲＲＣ）シグナリングに設定されるプロセスであることを特徴とする請求項１８に
記載の制御情報の送信装置。
【請求項２０】
　前記プロセスは、転送時間区間（ＴＴＩ）の間に動作する複合自動再転送要求（ＨＡＲ
Ｑ）プロセスを含むことを特徴とする請求項１６に記載の制御情報の送信装置。
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【請求項２１】
　アップリンクデータ転送のための端末の制御情報を受信する基地局装置であって、
　アップリンクデータと共に、前記アップリンクデータに関連した制御情報を端末から受
信する受信部と、
　前記端末が追加の資源を必要とするか否かを表すハッピービットを前記アップリンクデ
ータを受信するプロセスに関して前記制御情報に格納するメモリと、
　前記端末との間に設定された複数のプロセスに関して、格納されたハッピービットを前
記プロセスがスケジューリング転送で動作するか、非活性でかつ非スケジューリング転送
で動作するかによって解析して、前記端末のための最大許容データ転送率及び活性プロセ
スの個数を決める端末状態判断部と、
　前記決めた最大許容データ転送率及び活性プロセスの個数によって前記端末のアップリ
ンクデータ転送をスケジューリングし、前記スケジューリング結果を表すスケジューリン
ググラントを生成するスケジューリンググラント生成部と、
　前記スケジューリンググラントを前記端末へ転送する送信部と、
を含むことを特徴とする制御情報の受信装置。
【請求項２２】
　前記ハッピービットは、前記ハッピービットに対応するプロセスが活性プロセスであり
、第１基準が満足すれば‘不満足（Unhappy）’に設定され、
　ここで、前記第１基準は、前記端末が現在のデータ転送率より高いデータ転送率で転送
することに利用できる十分な送信電力を持っており、前記端末のバッファーに残っている
データをスケジューリング転送で転送することに遅延時間以上が要求され、前記端末がサ
ービンググラントにより表れる最大許容データ転送率でＥ－ＤＣＨデータを転送できる場
合を含むことを特徴とする請求項２１に記載の制御情報の受信装置。
【請求項２３】
　前記活性プロセスは、前記端末の無線資源を制御する無線網制御器（ＲＮＣ）により無
線資源制御（ＲＲＣ）シグナリングに設定され、前記基地局により転送される最大許容デ
ータ転送率を表す絶対グラントにより非活性（inactive）に表れないプロセスであること
を特徴とする請求項２２に記載の制御情報の受信装置。
【請求項２４】
　前記ハッピービットは、前記ハッピービットに対応するプロセスが非活性で、かつ非ス
ケジューリング転送が許容されるプロセスであり、第２基準が満足しない時‘満足（Happ
y）’に設定され、
　前記端末が現在のデータ転送率より高いデータ転送率で転送することに利用できる十分
な送信電力を持っており、前記端末のバッファーに残っているデータをスケジューリング
転送で転送することに遅延時間以上が要求される場合を含むことを特徴とする請求項２１
に記載の制御情報の受信装置。
【請求項２５】
　前記非スケジューリング転送プロセスは、前記無線網制御器（ＲＮＣ）により無線資源
制御（ＲＲＣ）シグナリングに設定されるプロセスであることを特徴とする請求項２４に
記載の制御情報の受信装置。
【請求項２６】
　前記端末状態判断部は、スケジューリング転送のために動作する少なくとも一つの活性
プロセス、及び非スケジューリング転送のために許容された少なくとも一つの非活性プロ
セスに対応するハッピービットが全て‘happy’に設定されると、前記端末の最大許容デ
ータ転送率及び前記端末の活性プロセス個数を維持することと判断することを特徴とする
請求項２１に記載の制御情報の受信装置。
【請求項２７】
　前記端末状態判断部は、スケジューリング転送のための少なくとも一つの活性プロセス
に対応するハッピービットが‘happy’に設定され、非スケジューリング転送のために許
容された少なくとも一つの非活性プロセスに対応するハッピービットが‘Unhappy’に設
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定されると、最大許容データ転送率を高めず、前記端末の活性プロセス個数を増やす必要
があると判断することを特徴とする請求項２１に記載の制御情報の受信装置。
【請求項２８】
　前記端末状態判断部は、スケジューリング転送のための少なくとも一つの活性プロセス
と、非スケジューリング転送のための少なくとも一つの非活性プロセスに対応するハッピ
ービットが全て‘Unhappy’に設定されると、前記端末の最大許容データ転送率を高める
か前記端末の活性プロセス個数を増やす必要があると判断することを特徴とする請求項２
１に記載の制御情報の受信装置。
【請求項２９】
　前記端末と基地局との間に設定された複数のプロセスを制御し、前記端末に対する活性
プロセス個数を変更するために、前記端末の活性プロセス個数を変更することを要請する
制御信号を前記無線網制御器（ＲＮＣ）へ転送する活性プロセス制御部を更に含むことを
特徴とする請求項２１に記載の制御情報の受信装置。
【請求項３０】
　前記第１基準は、十分な送信電力が前記端末が現在のデータ転送率より高いデータ転送
率でデータを転送することに利用可能であり、追加の遅延時間が前記端末のバッファーに
残っているデータをスケジューリング転送で転送することに要求され、Ｅ－ＤＣＨデータ
が前記端末が前記端末によりサービンググラントが表す最大許容データ転送率で転送され
る場合であることを特徴とする請求項１に記載の制御情報の送信方法。
【請求項３１】
　前記第２基準は、十分な送信電力が前記端末が現在のデータ転送率より高いデータ転送
率でデータを転送することに利用可能であり、追加の遅延時間が前記端末のバッファーに
残っているデータをスケジューリング転送で転送することに要求される場合であることを
特徴とする請求項３に記載の制御情報の送信方法。
【請求項３２】
　前記第１基準は、十分な送信電力が前記端末が現在のデータ転送率より高いデータ転送
率でデータを転送することに利用可能であり、追加の遅延時間が前記端末のバッファーに
残っているデータをスケジューリング転送で転送することに要求され、前記端末がＥ－Ｄ
ＣＨデータをサービンググラントが表す最大許容データ転送率で転送できる場合であるこ
とを特徴とする請求項７に記載の制御情報の受信方法。
【請求項３３】
　前記第２基準は、十分な送信電力が前記端末が現在のデータ転送率より高いデータ転送
率でデータを転送することに利用可能であり、追加の遅延時間が前記端末のバッファーに
残っているデータをスケジューリング転送で転送することに要求される場合であることを
特徴とする請求項９に記載の制御情報の受信方法。
【請求項３４】
　前記第１基準に従って、前記端末は現在のデータ転送率より高いデータ転送率でデータ
を転送することに利用できる十分な送信電力を含み、前記端末のバッファーに残っている
データをスケジューリング転送で転送することに追加の遅延時間が要求され、前記端末は
Ｅ－ＤＣＨデータをサービンググラントが表す最大許容データ転送率で転送することがで
きることを特徴とする請求項１６に記載の制御情報の送信装置。
【請求項３５】
　前記第２基準に従って、前記端末は現在のデータ転送率より高いデータ転送率でデータ
を転送することに利用できる十分な送信電力を含み、前記端末のバッファーに残っている
データをスケジューリング転送で転送することに追加の遅延時間が要求されることを特徴
とする請求項１８に記載の制御情報の送信装置。
【請求項３６】
　前記第１基準に従って、前記端末は現在のデータ転送率より高いデータ転送率でデータ
を転送することに利用できる十分な送信電力を含み、前記端末のバッファーに残っている
データをスケジューリング転送で転送することに予め定まった追加の遅延時間が要求され
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、前記端末はＥ－ＤＣＨデータをサービンググラントが表す最大許容データ転送率で転送
することができることを特徴とする請求項２２に記載の制御情報の受信装置。
【請求項３７】
　前記第２基準に従って、前記端末は現在のデータ転送率より高いデータ転送率でデータ
を転送することに利用できる十分な送信電力を含み、前記端末のバッファーに残っている
データをスケジューリング転送で転送することに追加の遅延時間が要求されることを特徴
とする請求項２４に記載の制御情報の受信装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、アップリンクデータ転送を支援する移動通信システムに関し、特にアップリ
ンクデータ転送基地局をスケジューリングするために必要とされ、端末のアップリンク送
信状態に関連した制御情報を送受信する方法及び装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　ヨーロッパ式移動通信システムであるＧＳＭ（Global System for Mobile Communicati
ons）を基盤にした広帯域符号分割多重接続（Wideband Code Division Multiple Access
；以下、ＷＣＤＭＡと称する）と、ＵＭＴＳ（Universal Mobile Telecommunication Ser
vice）を使用する第３世代の移動通信システムは、携帯電話加入者やコンピュータ使用者
が全世界のどこにいようと、パケット基盤のテキスト、デジタル化した音声やビデオ、及
びマルチメディアデータを２Ｍｂｐｓ以上の高速で転送できる一貫したサービスを提供す
る。仮想接続概念は、ＵＭＴＳがネットワーク内の他の如何なる終端に何時でも接続する
ことを可能にする。仮想接続とは、インターネットプロトコル（Internet Protocol：Ｉ
Ｐ）と類似しているパケットプロトコルを使用するパケット交換接続をいう。
【０００３】
　図１は、従来のＵＭＴＳシステムの無線接続ネットワーク（UMTS Terrestrial Radio A
ccess Network；以下、ＵＴＲＡＮと称する）を示す構成図である。
　図１を参照すると、ＵＴＲＡＮ１２は、無線網制御器（Radio Network Controller；以
下、ＲＮＣと称する）１６ａ、１６ｂと、基地局（Node B）１８ａ、１８ｂ、１８ｃ、１
８ｄとからなり、ユーザ端末（User Equipment：ＵＥ）２０をコアネットワーク（Core N
etwork：ＣＮ）１０に連結する。基地局１８ａ、１８ｂ、１８ｃ、１８ｄの下位には複数
のセルが存在することができ、各々のＲＮＣ１６ａ、１６ｂは下位の基地局を制御し、各
々の基地局は下位のセルを制御する。一つのＲＮＣにより制御を受ける基地局とセルを合
わせて無線網サブシステム（Radio Network Subsystem；以下、ＲＮＳと称する）１４ａ
、１４ｂを形成する。
【０００４】
　ＲＮＣ１６ａ、１６ｂは、自身が制御する基地局１８ａ、１８ｂ、１８ｃ、１８ｄに無
線資源を割り当てまたは管理する。基地局１８ａ、１８ｂ、１８ｃ、１８ｄは、実際の無
線資源を提供する役割をする。無線資源はセル別に構成されており、基地局１８ａ、１８
ｂ、１８ｃ、１８ｄが提供する無線資源は各自が管理するセルの無線資源を意味する。端
末２０は、通信のために特定基地局の特定セルが提供する無線資源を用いて無線チャネル
を構成する。端末２０によって、基地局１８ａ、１８ｂ、１８ｃ、１８ｄと制御セル間の
区別は無意味であり、端末は、唯セル別に構成される物理階層のみを扱うので、以下、基
地局１８ａ、１８ｂ、１８ｃ、１８ｄとセルは相互に同一な意味として使用される。
【０００５】
　端末２０とＲＮＣ１６ａ、１６ｂとの間にＵｕインターフェースが定義される。図２に
Ｕｕインターフェースの階層的プロトコル構造を詳細に図示した。Ｕｕインターフェース
は、端末２０とＲＮＣ１６ａ、１６ｂとの間に制御信号を交換するための制御平面（Cont
rol Plane）３０と実際のデータを転送するためのユーザ平面（User Plane）３２とに区
分される。
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【０００６】
　ＲＲＣ（Radio Resource Control）階層３４、ＲＬＣ（Radio Link Control）階層４０
、ＭＡＣ（Media Access Control）階層４２、及び物理（Physical；以下、ＰＨＹと称す
る）階層４４は、制御平面３０上で定義される。ＰＤＣＰ（Packet Data Control Protoc
ol）階層３６、ＢＭＣ（Broadcast / Multicast Control）階層３８、ＲＬＣ階層４０、
ＭＡＣ階層４２、及び物理階層４４は、使用者平面３２上で定義される。物理階層４４は
各セルに位置し、ＭＡＣ階層４２からＲＲＣ階層３４までは各ＲＮＣに形成される。端末
は全ての階層を具備する。
【０００７】
　物理階層４４は、無線転送（Radio Transfer）技術により情報転送サービスを提供する
階層であり、ＯＳＩ（Open Systems Interconnection）モデルの第１階層に該当する。物
理階層４４は、ＭＡＣ階層４２と転送チャネル（Transport Channels）を介して連結され
ている。物理階層４４におけるデータ処理は、転送チャネルと物理チャネルとの間のマッ
ピング関係を決定する。
【０００８】
　ＭＡＣ階層４２とＲＬＣ階層４０は、論理チャネルを介して連結されている。ＭＡＣ階
層４２は論理チャネルを介してＲＬＣ階層４０から受信されたデータを適切な転送チャネ
ルを介して物理階層４４に伝達し、物理階層４４から転送チャネルを介して受信されたデ
ータを適切な論理チャネルを介してＲＬＣ階層４０に伝達する。ＭＡＣ階層４２は、論理
チャネルを介して受信されたデータに付加情報を挿入するか、挿入された付加情報を解釈
してランダムアクセスを制御する。上記ＭＡＣ階層４２において、ユーザ平面に関連した
部分はＭＡＣ－ｄ（MAC-data）と秤し、制御平面に関連した部分はＭＡＣ－ｃ（MAC cont
rol）と称する。
【０００９】
　ＲＬＣ階層４０は、論理チャネルの設定及び解除を制御する。ＲＬＣ階層４０は、ＡＭ
（Acknowledged Mode）、ＵＭ（Unacknowledged Mode）、ＴＭ（Transparent Mode）とい
う３つの動作モードの中の一つで動作し、各動作モード毎に互いに異なる機能を提供する
。一般に、ＲＬＣ階層４０は上位階層から受信されたサービスデータユニット（Service 
Data Unit；以下、ＳＤＵと称する）を適切なサイズに分割するか組み立てて、誤りを訂
正する。
【００１０】
　ＰＤＣＰ階層３６は、ユーザ平面３２でＲＬＣ階層４０の上位に位置し、ＩＰパケット
形態で転送されたデータのヘッダを圧縮し復元する機能と、端末の移動性のため、サービ
ス提供ＲＮＣが変更される場合におけるデータの無損失伝達機能などを担当する。
【００１１】
　物理階層４４と上位階層との間を連結する転送チャネルの特性は、コンボリューショナ
ルチャネル符号化（convolutional channel encoding）、インターリービング（Interlea
ving）、及びサービス固有のレートマッチング（Service-specific rate matching）を含
む物理階層処理過程を規定している転送形式（Transport Format：ＴＦ）により定まる。
【００１２】
　特に、ＵＭＴＳシステムでは、端末から基地局へのアップリンク（Uplink：ＵＬ）通信
において、パケット転送の性能をより向上させることができるように、向上したアップリ
ンク専用チャネル（Enhanced Uplink Dedicated Channel；以下、Ｅ－ＤＣＨと称する）
を使用する。Ｅ－ＤＣＨは、より安定した高速のデータ転送を支援するために複合自動再
転送要求（Hybrid Automatic Retransmission Request；以下、ＨＡＲＱと称する）、及
び基地局制御スケジューリング（Node B controlled scheduling）を使用する。
【００１３】
　図３は、無線リンクを経て、Ｅ－ＤＣＨを介した典型的なアップリンクパケットデータ
の転送を示す図である。ここで、参照番号１００はＥ－ＤＣＨを支援する基地局を表し、
１０１乃至１０４はＥ－ＤＣＨを送信する端末を表す。
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　図３を参照すると、基地局１００は、端末１０１～１０４のチャネル状態を把握してチ
ャネル状態によって各端末のデータ転送をスケジューリングする。上記スケジューリング
は、システム全体の性能を高めるために、基地局１００の雑音増加（Noise Rise）測定値
が目標雑音増加値を超えないようにする。したがって、基地局１００から遠くにある端末
１０４には低いデータ転送率を割り当てて、近くにある端末１０１には高いデータ転送率
を割り当てる。
【００１４】
　図４は、Ｅ－ＤＣＨを介したメッセージ転送に対する典型的な信号の流れを示す図であ
る。
　図４を参照すると、ステップＳ２０２で、基地局と端末はＥ－ＤＣＨを確立する。ステ
ップＳ２０２は、専用転送チャネル（Dedicated Transport Channel）を介したメッセー
ジの伝達過程を含む。ステップＳ２０４のように、上記端末は上記基地局にスケジューリ
ング情報を転送する。上記スケジューリング情報は、端末送信電力情報および電力余裕(m
argin)情報であるアップリンクチャネル状態情報と、端末の基地局へ送信するためにバッ
ファリングされたデータの量とを含むことができる。
【００１５】
　基地局は、ステップＳ２０６で、各端末のアップリンクデータ転送をスケジューリング
するために、複数の端末からのスケジューリング情報をモニタリングする。ステップＳ２
０８で、基地局は端末からアップリンクパケット転送を許すことと決定し、上記端末にス
ケジューリング割り当て情報を転送する。上記スケジューリング割り当て情報には、許可
されたデータ転送率（Granted Rate）と許容されたタイミング(allowed timing)が含まれ
ることができる。
【００１６】
　端末は、ステップＳ２１０で、上記スケジューリング割り当て情報に従ってＥ－ＤＣＨ
の転送形式（ＴＦ）を決定し、ステップＳ２１４で、上記転送形式に従ってＥ－ＤＣＨが
マッピングされる向上した専用物理データチャネル（Enhanced-Dedicated Physical Data
 Channel；以下、Ｅ－ＤＰＤＣＨと称する）を介してアップリンク（ＵＬ）パケットデー
タを転送すると共に、ステップＳ２１２で、ＴＦ情報を上記Ｅ－ＤＣＨと関連した、向上
した専用物理制御チャネル（Enhanced-Dedicated Physical Control Channel；以下、Ｅ
－ＤＰＣＣＨと称する）を介して基地局へ転送する。ステップＳ２１６で、基地局は上記
ＴＦ情報と上記パケットデータに誤りがあるか否かを判断する。ステップＳ２１８で、基
地局は上記判断結果、いずれか一つでも誤りが表れた場合は否定応答（Non-Acknowledge
：ＮＡＣＫ）を、全て誤りがない場合は肯定応答（Acknowledge：ＡＣＫ）をＡＣＫ／Ｎ
ＡＣＫチャネルを介して端末へ転送する。
【００１７】
　ＡＣＫが転送される場合、パケットデータの転送が完了して、端末は新たなユーザデー
タをＥ－ＤＣＨを介して送るが、ＮＡＣＫが転送される場合、上記端末は同一な内容のパ
ケットデータをＥ－ＤＣＨを介して再転送する。
【００１８】
　前述したように、Ｅ－ＤＣＨは、転送データのチャネルコーディング及び復調などのた
めにＥ－ＤＰＤＣＨにマッピングされる。上記Ｅ－ＤＣＨに対する制御情報は、Ｅ－ＤＰ
ＣＣＨ及びＥ－ＤＰＤＣＨを介して、Ｅ－ＤＣＨ転送と同時に転送される。上記Ｅ－ＤＣ
Ｈ制御情報としては、スケジューリング情報とＴＦ情報がある。上記スケジューリング情
報は、端末状態を表すものであって、基地局が上記端末のアップリンクデータ転送をスケ
ジュールするために必要とする情報である。上記スケジューリング情報としては、端末の
バッファー状態情報、アップリンクチャネル状態情報がある。更に他の制御情報としては
、端末の現在状態を表す“ハッピービット（Happy Bit）”がある。上記ＴＦ情報は、転
送されるＥ－ＤＣＨデータのデータ転送率とＨＡＲＱ動作情報、ＱｏＳ情報などを含む。
上記ＲＦ情報は、Ｅ－ＤＣＨデータと一緒に転送される。
【００１９】
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　バッファー状態情報とアップリンクチャネル状態情報は、ＭＡＣ－ｅ ＰＤＵ（Protoco
l Data Unit）のＥ－ＤＣＨデータと共に、Ｅ－ＤＰＤＣＨを介して転送される。一方、
ＴＦ情報とハッピービットは、Ｅ－ＤＰＤＣＨに関連したＥ－ＤＰＣＣＨを介して転送さ
れる。通常的に、ハッピービットは端末がスケジューリングにより許されたデータ転送率
に満足するか否かを表し、Ｅ－ＤＣＨデータが存在する場合に常に転送される。アップリ
ンクデータ転送の効率性を高めるために、上記ハッピービットを端末の転送状況によって
差別的に設定し解釈するための技術を必要とするようになった。
【００２０】
　したがって、基地局におけるアップリンクデータ転送スケジューリングに使用するため
の端末のアップリンクパケットデータに対する制御情報を効率的に転送する改善されたシ
ステム及び方法が要求される。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【００２１】
　本発明は、アップリンクデータ転送をスケジューリングするために基地局が必要とする
端末のアップリンクパケットデータに関連した制御情報を効率的に転送する方法及び装置
を提供することをその目的とする。
　本発明の他の目的は、アップリンクパケットが転送される条件によって制御情報を設定
し解析する方法及び装置を提供することにある。
　本発明の更に他の目的は、非同期ＷＣＤＭＡ通信システムにおいて、Ｅ－ＤＣＨを用い
てアップリンクデータを転送するに当たり、端末が転送するハッピービットを効率的に設
定し解析する方法及び装置を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【００２２】
　本発明の好ましい一実施形態に係る方法は、端末でアップリンクデータ転送のための制
御情報を送信する方法であって、端末が向上したアップリンク専用転送チャネル（Ｅ－Ｄ
ＣＨ）を介してアップリンクデータを転送する現在プロセスがスケジューリング転送で動
作する活性プロセスであるか否かを判断するステップと、現在プロセスが活性プロセスで
あれば、端末が現在プロセスが予め決まる第１基準を満足するか否かを判断するステップ
と、現在プロセスが上記第１基準を満足すれば、端末は上記端末が追加の資源を必要とす
るか否かを表すハッピービットを‘不満足（Unhappy）’に設定するステップと、端末が
上記Ｅ－ＤＰＤＣＨに関連する向上した専用物理制御チャネル（Ｅ－ＤＰＣＣＨ）を介し
て上記ハッピービットを含む制御情報を基地局に転送し、上記活性プロセスにより上記ア
ップリンクデータを向上した専用物理制御チャネル（Ｅ－ＤＰＣＣＨ）を介して転送され
るステップとを含み、上記第１基準は、上記端末が現在のデータ転送率より高いデータ転
送率で転送する十分な送信電力を持っており、上記端末のバッファーに残っているデータ
をスケジューリング転送で転送することに予め決まる遅延時間以上が要求され、上記端末
がサービンググラントが表す最大許容データ転送率でＥ－ＤＣＨデータを転送できる場合
を含むことを特徴とする。
【００２３】
　本発明の好ましい他の一実施形態に係る方法は、アップリンクデータ転送のための端末
の制御情報を受信する方法であって、アップリンクデータと共に上記アップリンクデータ
に関連した制御情報を端末から受信するステップと、上記アップリンクデータを受信する
ことに使われたプロセスに対する制御情報に含まれる上記端末が追加の資源を必要とする
か否かを表すハッピービットを格納するステップと、上記端末との間に設定された複数の
プロセスに関して格納されたハッピービットを、プロセスがスケジューリング転送のため
に活性化されるか、非活性でかつ非スケジューリング転送のための プロセスであるかに
よって解析して、上記端末のための最大許容データ転送率及び活性プロセスの個数を決め
るステップと、上記決めた最大許容データ転送率及び活性プロセスの個数によって上記端
末のアップリンクデータ転送をスケジューリングし、上記スケジューリング結果を表すス
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ケジューリンググラントを上記端末へ転送するステップとを含むことを特徴とする。
【００２４】
　本発明の好ましい更に他の一実施形態に係る送信装置は、向上したアップリンクデータ
転送チャネル（Ｅ－ＤＣＨ）を介してアップリンクデータを転送する現在プロセスがスケ
ジューリング転送で動作する活性プロセスであるか否かを、端末でアップリンクデータ転
送のための制御情報を転送する装置を用いて決定する活性プロセス制御部と、上記現在プ
ロセスが予め定まった第１基準を満足するか否かを決定する制御器情報設定部と、上記現
在プロセスがスケジューリング転送で動作すると、上記制御器情報設定部はハッピービッ
トを不満足（unhappy）に設定し、上記第１基準が満足すると上記ハッピービットは上記
端末が追加の資源を必要とするか否かを表す。向上したアップリンク専用転送チャネル（
Ｅ－ＤＣＨ）を介してアップリンクデータを転送する複数のプロセスを含み、活性プロセ
スにおいて、上記アップリンクデータを向上した専用物理データチャネル（Ｅ－ＤＰＤＣ
Ｈ）を介して転送するデータチャネル送信部と、上記ハッピービットを含む制御情報を上
記アップリンクデータ転送と同時に、Ｅ－ＤＰＤＣＨに関連する向上した専用物理制御チ
ャネル（Ｅ－ＤＰＣＣＨ）を介して基地局へ転送する制御チャネル送信部とを含むことを
特徴とする。上記第１基準は上記端末が現在のデータ転送率より高いデータ転送率で転送
できる十分な送信電力を持っており、上記端末のバッファーに残っているデータをスケジ
ューリング転送で転送することに予め定まる遅延時間以上が要求され、上記端末がサービ
ンググラントが表す最大許容データ転送率でＥ－ＤＣＨデータを転送できる場合であるこ
とを特徴とする。
【００２５】
　本発明の好ましい更に他の一実施形態に係る受信装置は、アップリンクデータ転送のた
めの端末の制御情報を受信する基地局装置であって、アップリンクデータと共に上記アッ
プリンクデータに関連した制御情報を端末から受信する受信部と、上記端末が追加の資源
を必要とするか否かを表すハッピービットを上記アップリンクデータを受信することに使
われたプロセスに関する制御情報に格納するメモリと、上記端末との間に設定された複数
のプロセスに関して上記メモリに格納されたハッピービットを、各プロセスがスケジュー
リング転送で動作する活性プロセスであるか、非活性でかつ非スケジューリング転送で動
作するプロセスであるかによって解析し、上記端末のための最大許容データ転送率及び活
性プロセスの個数を決める端末状態判断部と、上記決めた結果を考慮して上記端末のアッ
プリンクデータ転送をスケジューリングし、上記スケジューリング結果を表すスケジュー
リンググラントを生成するスケジューリンググラント生成部と、上記スケジューリンググ
ラントを上記端末へ転送する送信部とを含むことを特徴とする。
　本発明の長所及び顕著な特性は、本発明の添付した図面及び明細書の好ましい実施形態
と関連した以下の詳細な説明を通じて当業者には自明なことである。
【発明の効果】
【００２６】
　本発明において、開示される発明のうち、代表的なものにより得られる効果を簡単に説
明すると次の通りである。
　本発明は、端末のＨＡＲＱプロセスの状態を表すハッピービットは、Ｅ－ＤＣＨを支援
するＷＣＤＭＡ通信システムにおいて、アップリンクパケット転送とＨＡＲＱプロセスの
種類に応じて異なる基準によって設定するようにする。即ち、設定基準が上記ＨＡＲＱプ
ロセスの活性の可否によってハッピービットに異なるように適用されることで、アップリ
ンクパケット転送時に効果的なスケジューリングが可能になる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２７】
　以下、添付図面を参照しながら本発明の動作原理を詳細に説明する。なお、本発明を説
明するに当たり、関連のある公知機能あるいは構成についての具体的な説明が本発明の要
旨を余計に曖昧にする恐れのあると認められる場合、その詳細な説明を省略する。さらに
、後述する用語は本発明における機能を考慮して定義された用語であり、これらはユーザ
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、運用者の意図または慣例などによって変わることがある。よって、その定義は、本明細
書の全般に亘っての内容に基づいて行われるべきである。
　なお、図面の全体に亘って、同一な図面参照符号は、同一な素子、特性、及び構造を意
味する。
【００２８】
　後述する本発明の主な要旨は、基地局制御スケジューリングに基づいてアップリンクデ
ータを転送する移動通信システムにおいて、スケジューリング転送モード（Scheduled tr
ansmission；以下、ＳＴと称する）の場合と非スケジューリング転送モード（Nonschedul
ed transmission；以下、ＮＳＴと称する。）の場合における端末の転送状態を表すハッ
ピービットの設定基準を提供することにある。
【００２９】
　アップリンクデータ転送のスケジューリングを要請するために、端末はスケジューリン
グ情報とＴＦ情報及びハッピービットを基地局へ転送する。スケジューリング情報はＭＡ
Ｃ－ｅ ＰＤＵのＥ－ＤＣＨデータと共に、Ｅ－ＤＰＤＣＨを介して転送され、ＴＦ情報
とハッピービットはＥ－ＤＰＤＣＨに従属するＥ－ＤＰＣＣＨを介して転送される。
【００３０】
　図５は、Ｅ－ＤＣＨに関連した物理チャネルの構造を説明している。
　図５を参照すると、参照番号５０２と５０３は、典型的なアップリンク専用サービスを
支援する専用物理データチャネル（ＤＰＤＣＨ）と専用物理制御チャネル（ＤＰＣＣＨ）
を各々表す。ＤＰＤＣＨ５０３とＤＰＣＣＨ５０２の転送時間区間（Transport Time Int
erval：ＴＴＩ）は、１０ｍｓラジオフレームと同一である。また、高速順方向パケット
アクセス（High Speed Downlink Packet Access；以下、ＨＳＤＰＡと称する）を支援す
るために構成されたＨＳ－ＤＰＣＣＨ（High Speed-DPCCH）５０４がある。Ｅ－ＤＣＨサ
ービスのためには、Ｅ－ＤＰＤＣＨ５０５とＥ－ＤＰＣＣＨ５０６が使われて、Ｅ－ＤＰ
ＤＣＨ５０６とＥ－ＤＰＣＣＨ５０６のＴＴＩは１０ｍｓあるいは２ｍｓである。したが
って、Ｅ－ＤＰＤＣＨ５０５及びＥ－ＤＰＣＣＨ５０６において、１０ｍｓラジオフレー
ム５０１は５個の２ｍｓサブフレーム５０７に区分される。Ｅ－ＤＰＣＣＨ５０６の各サ
ブフレーム５０７は、該当ＴＴＩでＥ－ＤＣＨデータの転送形式を表すＴＦ情報５０８と
ハッピービット５０９を運搬する。
【００３１】
　図６は、Ｅ－ＤＣＨが２ｍｓのＴＴＩで転送される場合、Ｅ－ＤＣＨに関連されたタイ
ミングを示す図である。
　図６を参照すると、参照番号６０５はＥ－ＤＣＨのＴＴＩを表し、ＴＴＩ６０５は２ｍ
ｓで、サブフレームの長さと同一である。Ｅ－ＤＣＨデータが発生すると、Ｅ－ＤＰＤＣ
Ｈを介して上記Ｅ－ＤＣＨデータが転送され、Ｅ－ＤＰＣＣＨを介して上記Ｅ－ＤＣＨデ
ータに関連したＴＦ情報とハッピービットが転送される（ステップ６０１）。上記ハッピ
ービットは、上記基地局が上記端末に対するスケジューリングを遂行することに用いられ
る。
【００３２】
　ステップＳ６０２で、基地局はＥ－ＤＰＤＣＨ及びＥ－ＤＰＣＣＨ信号を各々復号化し
てスケジューリング情報及びハッピービットを探知する。ステップ６０３で、上記基地局
はスケジューリンググラント（Scheduling Grant）におけるスケジューリングに割り当て
られたアップリンク資源を上記端末に通報する。ステップＳ６０４で、上記端末は上記ス
ケジューリンググラントに従ってサービンググラント（Serving Grant：ＳＧ）を設定す
る。上記サービンググラントは、最大許容データ転送率（または、ＤＰＣＣＨに対するＥ
－ＤＰＤＣＨの最大電力比）を意味する。上記端末は、バッファー状態と電力状態を考慮
して、上記サービンググラントを超えないデータ転送率（あるいは、ＤＰＣＣＨに対する
Ｅ－ＤＰＤＣＨの電力比）でＥ－ＤＣＨデータを転送する。
【００３３】
　並列再転送処理をＥ－ＤＣＨに対して端末と基地局とで対で動作する複数の送受信ＨＡ
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ＲＱプロセスが定義されることができる。各々のＨＡＲＱプロセス対は１つのＲＲＩの期
間で並列的に動作し、複数のＨＡＲＱプロセス対で再転送手続きを経て成功的に受信され
たパケットは上位階層で順序の通り組合される。図６の場合、０乃至７のプロセス識別子
（Processor ID）を各々持つ８個のＨＡＲＱプロセスを図示する。図６は、ＴＴＩが２ｍ
ｓの場合を示すが、Ｅ－ＤＣＨは１０ｍｓのＴＴＩを利用することができ、２ｍｓ ＴＴ
Ｉと類似な方法により１０ｍｓ ＴＴＩでも動作がなされる。１０ｍｓ ＴＴＩの場合、端
末あるいは基地局で使われるＨＡＲＱプロセスの個数は４個となる。各ＨＡＲＱプロセス
は一つのサブフレームの間（span）で動作するので、ＨＡＲＱプロセスとサブフレームを
同一な意味として使用する。
【００３４】
　前述したように、端末はＥ－ＤＣＨデータを転送する場合、常に１ビットのハッピービ
ットを設定することになるが、一般的に、上記ハッピービットは端末が現在最大許容デー
タ転送率に満足するか否かを表す。端末は、Ｅ－ＤＣＨの現在データ転送率が端末の状態
に比べて低く、バッファーに格納されているデータがより多い資源を必要とする場合、上
記端末は上記ハッピービットを“Unhappy（‘０’）”に設定し、そうでない場合は上記
ハッピービットを“Happy（‘１’）”に設定する。
【００３５】
　各ＨＡＲＱプロセスは割り当て情報をスケジューリングする基地局に従うスケジューリ
ング転送（ＳＴ）モード、あるいはスケジューリング割り当て情報無しで非スケジューリ
ング転送（ＮＳＴ）モードで動作することができる。図７Ａ及び図７Ｂに本発明の好まし
い実施形態に係る複数のＨＡＲＱプロセスを示す。各々のプロセスは独立的なソフトウェ
アあるいはハードウェアブロックになることができる。
【００３６】
　図７Ａを参照すると、参照番号７０１は、Ｅ－ＤＣＨのためにプロセス ＩＤ ０乃至７
を持つ８個のＨＡＲＱプロセスを示している。ＲＮＣは、ＲＲＣを介してＥ－ＤＣＨを設
定しながら上記８個のＨＡＲＱプロセスのうち、スケジューリング転送を遂行する少なく
とも一つのＨＡＲＱプロセスを設定し、また、これとは独立的に、非スケジューリング転
送を遂行するもう１つのＨＡＲＱプロセスを設定することになる。一例として、図７Ａで
は参照番号７０２に示すように、６個のＨＡＲＱプロセス０、１、２、３、４、５、６が
スケジューリング転送に設定され、参照番号７０３に示すように、４個のＨＡＲＱプロセ
ス２、３、６、７は非スケジューリング転送に設定した。このように、スケジューリング
転送と非スケジューリング転送は同一なＨＡＲＱプロセス２、３に適用されることができ
る。端末は、ＨＡＲＱプロセス０、１、２、３、４、５を通じてスケジューリング転送で
Ｅ－ＤＣＨデータを転送することができ、ＨＡＲＱプロセス２、３、６、７を通じて非ス
ケジューリング転送でＥ－ＤＣＨデータを転送することができる。上記スケジューリング
転送のために動作するＨＡＲＱプロセス０、１、２、３、４、５を活性（ACTIVE）プロセ
スと称し、残りのＨＡＲＱプロセス６、７を非活性（INACTIVE）プロセスと称する。
【００３７】
　すると、基地局は活性プロセスに対してのみスケジューリンググラントを転送してＥ－
ＤＣＨの転送を制御することができる。ところが、基地局は上記活性プロセスのうち、い
くつかのプロセスを非活性化（deactivate）させることができる。スケジューリンググラ
ントには、最大許容データ転送率の絶対値を表す絶対グラント（absolute grant：ＡＧ）
と、最大許容データ転送率の増加／減少／維持を表す相対グラント（relative grant：Ｒ
Ｇ）がある。上記絶対グラントは“非活性（Inactive）”命令を含むことができるので、
基地局が特定プロセスに対して非活性命令を含めた絶対グラントを端末に転送すれば、端
末の上記特定プロセスは上記非活性プロセスと類似な特定プロセスにおけるスケジューリ
ングされたＥ－ＤＣＨデータの転送を遂行しない。
【００３８】
　一例として、参照番号７０４に示すように、基地局はＨＡＲＱプロセス０、５を非活性
化させる。すると、端末は４個の活性プロセス１、２、３、４を通じてのみスケジューリ
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ング転送によりＥ－ＤＣＨデータを転送することができる。上記絶対グラントは、上記Ｒ
ＮＣにより活性化されたプロセスに対して転送できるので、基地局は、必要な場合には、
上記活性プロセスに対してスケジューリング転送の可否を決定して、スケジューリング転
送を遂行するＨＡＲＱプロセスの個数を柔軟に変更することができる。
【００３９】
　図７Ｂは、図７Ａの例により設定された各ＨＡＲＱプロセスのデータの転送を示す図で
ある。参照番号７０５のように、ＨＡＲＱプロセス０、５は、スケジューリング転送と非
スケジューリング転送に全て利用できず、参照番号７０６のように、ＨＡＲＱプロセス１
、４は、スケジューリング転送のみに利用可能であり、また、参照番号７０７のように、
ＨＡＲＱプロセス２、３は、スケジューリング転送と非スケジューリング転送に全て利用
可能であり、参照番号７０８のように、ＨＡＲＱプロセス６、７は、非スケジューリング
転送のみに利用可能である。
【００４０】
　この際、端末はスケジューリング転送または非スケジューリング転送に関わらずＥ－Ｄ
ＣＨデータがＨＡＲＱプロセスで生成される場合の、即ちサブフレームのようなＥ－ＤＣ
Ｈデータを転送する。したがって、ハッピービットはＥ－ＤＣＨデータを転送するサブフ
レームから常に基地局へ転送される。この際、ハッピービットは端末の転送状態によって
、活性スケジューリング転送プロセスと非活性非スケジューリング転送プロセスとについ
て互いに異なる基準に基いて設定される。
【００４１】
　毎Ｅ－ＤＣＨ転送時毎に、即ち、サブフレーム毎に、端末は下記の３つの特別な条件（
criteria）を全て満たす場合（基準１）、活性プロセスに対するハッピービットを‘Unha
ppy’に設定する。下記において、アップリンク資源はデータ転送率で表現するが、これ
はデータ転送率を表す追加的な要素（一例として、ＤＰＣＣＨ対比Ｅ－ＤＰＤＣＨ電力比
）に代替されることができる。
【００４２】
　条件１）端末は現在のデータ転送率より高いデータ転送率で転送することに使用される
十分な送信電力を持っている。
　条件２）上記全体バッファー状態は、ＨＡＲＱプロセスの全体個数に対する活性プロセ
スの割合を現在サービンググラントにかけた値で転送されるように、予め決められた遅延
時間（即ち、Happy_Bit_Delay_Condition）以上を必要とする。
　条件３）上記端末が現在サービンググラントにより許容された最大量のスケジューリン
グされたＥ－ＤＣＨデータを転送している。
【００４３】
　一方、非活性であるが、非スケジューリング転送プロセスの場合、上記の条件３）は常
に真であり、１０ｍｓ ＴＴＩの場合、上記条件２）の割合が常に１である。したがって
、非活性化したプロセスに対して、上記の条件１と条件２のうち、いずれか一つが満足さ
れない場合（基準２）、ハッピービットを‘happy’に設定する。これは、非活性化され
た非スケジューリング転送プロセスに対しては、現在サービンググラントが存在しないた
めである。即ち、現在サブフレームで下記の２つの基準が全て満足される場合、該当非ス
ケジューリング転送プロセスに対するハッピービットは‘Unhappy’に設定される。
【００４４】
　条件１）端末は、現在のデータ転送率より高いデータ転送率で転送することに使用でき
る十分な送信電力を持っている。
　条件２）上記全体バッファーの状態は、ＨＡＲＱプロセスの全体個数に対する活性プロ
セスの比を現在サービンググラントにかけた値で転送されるように、予め決まる遅延時間
（即ち、Happy_Bit_Delay_Condition）以上を必要とする。
【００４５】
　通常的に、非スケジューリング転送のデータ転送率は、ＲＲＣにより制限されるので、
非活性プロセスに対して非スケジューリング転送が許されるとしても、スケジューリング
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転送データ転送率と比較すると、上記非スケジューリング転送データ転送率は相対的に低
い。したがって、多くの場合、非活性プロセスは、活性プロセスのハッピービット設定基
準のうち、３番目の基準は満たさなくなる。
【００４６】
　図８は、本発明の好ましい実施形態に係る端末の動作を示すフローチャートである。
　図８を参照すると、端末は、ステップＳ８０２で、ＲＲＣシグナリングによりＥ－ＤＣ
Ｈを設定し、ステップＳ８０３で、スケジューリンググラントを基地局から受信する。ス
テップＳ８０４で、端末は現在ＴＴＩに対するＨＡＲＱプロセスがスケジューリング転送
可能な活性プロセスであるか否かを判断する。仮に、活性プロセスである場合、端末はス
テップＳ８０６に進行し、そうでない場合はステップＳ８０５に進行する。ステップＳ８
０５で、端末は上記現在ＨＡＲＱプロセスが非スケジューリング転送が許されたプロセス
であるか否かを確認して、非スケジューリング転送プロセスと判断されればステップＳ８
０７に進行し、そうでない場合は現在ＨＡＲＱプロセスに対して如何なる動作も遂行せず
、ステップＳ８０３へ戻る。
【００４７】
　ステップＳ８０６で、端末は活性プロセスに該当する条件１乃至条件３を含む基準１に
よって、上記活性プロセスに対するハッピービットを設定し、ステップＳ８０８で、上記
活性プロセスに対するＥ－ＤＣＨデータを生成し、上記Ｅ－ＤＣＨデータをＥ－ＤＰＤＣ
Ｈを介して転送する。端末は、一般的に、Ｅ－ＤＣＨデータ転送と同時に、上記Ｅ－ＤＣ
Ｈデータに対する制御情報に上記ハッピービットを挿入してＥ－ＤＰＣＣＨを介して上記
制御情報を転送する。具体的に、端末は上記活性プロセスが動作するＥ－ＤＰＤＣＨのサ
ブフレームに対応するＥ－ＤＰＣＣＨのサブフレームを通じて上記活性プロセスに対する
ハッピービットを含む制御情報を転送する。
【００４８】
　ステップＳ８０７で、端末は条件１及び条件２を含む基準２に従って、上記非スケジュ
ーリング転送プロセスに対するハッピービットを設定し、ステップＳ８０８で、上記非ス
ケジューリング転送プロセスに対するＥ－ＤＣＨデータを生成し、上記生成されたＥ－Ｄ
ＣＨデータをＥ－ＤＰＤＣＨを介して転送する。同時に、端末は上記Ｅ－ＤＣＨデータに
対する制御情報に上記ハッピービットを挿入してＥ－ＤＰＣＣＨを介して上記制御情報を
転送する。
【００４９】
　下記のように、基地局は上記ハッピービットを解析する。図９Ａは、本発明の好ましい
実施形態に係る基地局の動作を示すフローチャートである。
　図９Ａを参照すると、ステップＳ９０２で、基地局はＥ－ＤＰＤＣＨを介してＥ－ＤＣ
Ｈデータを受信すると共に、Ｅ－ＤＰＣＣＨを介してＥ－ＤＣＨ制御情報を受信する。上
記制御情報は、上記Ｅ－ＤＣＨデータに対するＴＦ情報とハッピービットを含む。ステッ
プＳ９０３で、基地局は上記ハッピービットを解釈し、該当ＨＡＲＱプロセスに対する上
記ハッピービットをメモリに格納する。端末のＨＡＲＱプロセスの個数だけのサブフレー
ムの間、上記ハッピービットが受信されれば、ステップＳ９０４で、基地局は格納された
ハッピービットのハッピービットヒストリ(Happy Bit history)を用いて、端末の現在状
態を解析する。一例として、端末の現在状態は下記の表１のように解されることができる
。
【００５０】
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【表１】

【００５１】
　上記基地局は上記解釈した端末の状態に基づいて、ステップＳ９０５で、上記端末に対
してスケジューリングを遂行する。ステップＳ９０６で、上記基地局は上記スケジューリ
ング結果をスケジューリンググラントを用いて上記端末に知らせる。ステップＳ９０６で
、基地局は端末に備えられた活性プロセスのためのサービンググラントを高めるか低める
ために、絶対グラントあるいは相対グラントを使用することができ、活性プロセスの個数
を増やすか減らすために、絶対グラントを使用することができる。ステップＳ９０６が終
わると、基地局はステップＳ９０２に戻る。
【００５２】
　この際、上記ハッピービットに従って、基地局が上記端末のための活性プロセスの個数
を増やそうとする場合であっても、ＲＮＣにより設定された活性プロセスが既に全て活性
化されている場合、基地局は絶対グラントを用いては活性プロセスの個数を増やすことが
できない。好ましい実施例によって、活性プロセスを増やすことはＲＮＣで可能である。
したがって、基地局はＲＮＣに制御信号を転送し、活性プロセスの個数を増やすことを要
請してＲＮＣが活性プロセスの個数を増やすことができるようにする。
【００５３】
　図９Ｂは、本発明の好ましい実施形態に従って基地局がＲＮＣに、端末に対する活性プ
ロセスの個数の増加（あるいは、減少）を要求するシグナリングを示すものである。
　図９Ｂを参照すると、基地局９５１は、ＲＮＣ９５２にＮＢＡＰ（Node B Application
 Part）シグナリング（あるいは、ユーザ平面シグナリング）を用いて端末に対する活性
プロセス状態の変更を要請する制御信号（９５３）を転送する。基地局は上記ハッピービ
ットから端末が活性プロセスの個数が増えることを希望すると判断した場合、基地局は設
定された活性プロセスのうち、非活性化されたプロセスがあるか否かを確認する。仮に、
ＲＮＣ設定活性プロセスのうち、いずれも非活性化されていなければ、基地局はこれ以上
活性プロセスの個数を増やすことができない。したがって、基地局９５１は制御信号９５
３をＲＮＣ９５２に転送し、ＲＮＣ９５２は制御信号９５３に応答して端末に対して追加
の活性プロセスを設定し、ＲＲＣシグナリングを通じて端末に増加した活性プロセスを通
報する。基地局に上記追加された活性プロセスに対応する受信側活性プロセスが更に設定
されることは勿論である。
【００５４】
　図１０は、本発明の好ましい実施形態に係る端末の構造を示すブロック図である。
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　図１０を参照すると、参照番号１００１は受信部を表し、受信部１００１内のスケジュ
ーリンググラント判断部１００３は基地局から受信したスケジューリンググラントを解釈
する。上記の解釈は、上記スケジューリンググラントを絶対グラントあるいは相対グラン
トと見なす(identify)ことによって達成される。スケジューリンググラント判断部１００
３は、上記解釈の結果に従って活性プロセスの活性／非活性命令１００４を送信部１００
２にある活性プロセス制御部１００５に提供する。また、スケジューリンググラント判断
部１００３から発生されるサービンググラントは、上記絶対グラントあるいは上記相対グ
ラントに従って更新された最大許容データ転送率を表し、Ｅ－ＤＣＨ生成部１００８に提
供されてＥ－ＤＣＨのデータ転送率を調整することに用いられる。
【００５５】
　活性プロセス制御部１００５は、ハッピービット生成部１００７を制御して、Ｅ－ＤＣ
Ｈデータを生成することに使われるＨＡＲＱプロセスが活性プロセスであるか、あるいは
非スケジューリング転送プロセスであるか否かによって、互いに異なる基準（基準１ある
いは基準２）を使用して、現在ＨＡＲＱプロセスのためのハッピービットを設定する。上
記ハッピービットは、ハッピービット生成部１００７により設定され、Ｅ－ＤＣＨ生成部
１００８で生成されたＥ－ＤＣＨのＴＦ情報１０１５は制御情報を形成する。Ｅ－ＤＰＤ
ＣＨ生成部１０１０は、Ｅ－ＤＣＨ生成部１００８で発生されたＥ－ＤＣＨデータで一つ
のＥ－ＤＰＤＣＨフレームを構成される。Ｅ－ＤＰＣＣＨ生成部１００９で構成された制
御情報とＥ－ＤＰＤＣＨ生成部１０１０で構成されたＥ－ＤＰＤＣＨフレームは、多重化
部１０１１により多重化されて、送信部１０１２を介してアップリンクで転送される。こ
こで、ハッピービット生成部１００７とＥ－ＤＰＣＣＨ生成部１００９は、制御チャネル
送信部を構成し、Ｅ－ＤＣＨ生成部１００８とＥ－ＤＰＤＣＨ生成部１０１０はデータチ
ャネル送信部を構成する。
【００５６】
　図１１は、本発明の好ましい実施形態に係る基地局のブロック図である。
　図１１を参照すると、受信部１１０１では端末に備えられた送信側ＨＡＲＱプロセスに
対応する受信側ＨＡＲＱプロセスを具備し、上記受信側ＨＡＲＱプロセスによりＥ－ＤＰ
ＤＣＨを介してＥ－ＤＣＨデータを受信すると共に、Ｅ－ＤＰＣＣＨを介して上記Ｅ－Ｄ
ＣＨデータに関連したＴＦ情報とハッピービットを含む制御情報を受信する。受信部１１
０１に属したハッピービット判断部１１０２は、上記制御情報からハッピービットを検出
し、上記ハッピービットをハッピービットメモリ１１０３に格納する。上記ハッピービッ
トメモリ１１０３は、上記ハッピービットを格納して、上記ハッピービットのハッピービ
ットヒストリを端末状態判断部１１０６に提供する。上記ハッピービットヒストリは、上
記端末のＨＡＲＱプロセスに対するハッピービットを含む。
【００５７】
　スケジューラー１１０４において、端末状態判断部１１０６は、ハッピービットメモリ
１１０３から読取ったハッピービットヒストリと、活性プロセス制御部１１０５から受信
されたプロセス状態情報を用いて、表１に例示されたように、端末の状態を判断する。上
記プロセス状態情報は、各ＨＡＲＱプロセスが活性プロセスであるか、非活性プロセスで
あるか、あるいは非スケジューリング転送プロセスであるかを表す。端末状態判断部１１
０６は、各ＨＡＲＱプロセスに対してハッピービットが‘Unhappy’であるか、あるいは
‘Happy’であるかを判別して、上記プロセス状態情報に従って端末状態情報を決定し、
上記端末状態情報はスケジューリンググラント生成部１１０７に提供される。ここで、上
記端末状態情報は、例えば前述した表１の状態中の１つを表す。
【００５８】
　スケジューリンググラント生成部１１０７は、上記端末状態情報と上記端末から受信さ
れたスケジューリング情報及びアップリンク資源に従って、上記端末に対する割り当て可
能な最大データ転送率を表すスケジューリンググラントを生成し、上記スケジューリング
グラントは、送信部１１０８を通じて端末に転送される。ここで、上記スケジューリング
グラントは、絶対グラントあるいは相対グラントである。
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　上記端末状態情報に従って上記端末に対する活性プロセスの個数を変更する必要がある
場合、活性プロセス制御部１１０５は、端末状態判断部１１０６から上記端末状態情報の
提供を受けて、ＲＮＣに上記端末に対して活性プロセスの個数を変更することを要請する
制御信号を転送する。すると、以後、活性プロセス制御部１１０５はＲＮＣの制御下に上
記端末に対する追加の活性プロセスを設定することができる。
【００６０】
　上記において、本発明が提示する方法はある程度具体的でありえるが、上記の記述に限
定されるものではなく、本発明の範囲を逸脱しない限り、各種の変形が可能である。よっ
て、本発明の範囲は前述の実施形態によって定まるものではなく、特許請求の範囲とその
均等物によって定まるべきである。
【図面の簡単な説明】
【００６１】
【図１】典型的なＵＭＴＳシステムの無線接続ネットワーク（ＵＴＲＡＮ）の構成を示す
図である。
【図２】端末（ＵＥ）と無線網制御器（ＲＮＣ）との間に定義されたインターフェースの
構造を示す図である。
【図３】無線リンクを経る従来のＥ－ＤＣＨ転送を示す図である。
【図４】Ｅ－ＤＣＨを通じたメッセージ送受信に対する従来の信号の流れを示す図である
。
【図５】Ｅ－ＤＣＨに関連した物理チャネルの構造を示す図である。
【図６】Ｅ－ＤＣＨに関連したタイミングを示す図である。
【図７Ａ】本発明の好ましい実施形態に係る複数のＨＡＲＱプロセスを示す図である。
【図７Ｂ】本発明の好ましい実施形態に係る複数のＨＡＲＱプロセスを示す図である。
【図８】本発明の好ましい実施形態に係る端末の動作を示すフローチャートである。
【図９Ａ】本発明の好ましい実施形態に係る基地局の動作を示すフローチャートである。
【図９Ｂ】本発明の好ましい実施形態に係る基地局からＲＮＣへのシグナリングを示す図
である。
【図１０】本発明の好ましい実施形態に係る端末のブロック図である。
【図１１】本発明の好ましい実施形態に係る基地局のブロック図である。
【符号の説明】
【００６２】
　５０２，５０３；専用物理データチャネル（ＤＰＤＣＨ）
　５０４；ＨＳ－ＤＰＣＣＨ
　５０５；Ｅ－ＤＰＤＣＨ
　５０６；Ｅ－ＤＰＣＣＨ
　５０７；サブフレーム
　５０８；ＴＦ情報
　５０９；ハッピービット
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【図１】 【図２】

【図３】 【図４】
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【図５】 【図６】

【図７Ａ】 【図７Ｂ】
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【図８】 【図９Ａ】

【図９Ｂ】

【図１０】 【図１１】



(22) JP 2009-512321 A 2009.3.19

10

20

30

40

【国際調査報告】



(23) JP 2009-512321 A 2009.3.19

10

20

30

40



(24) JP 2009-512321 A 2009.3.19

10

フロントページの続き

(81)指定国　　　　  AP(BW,GH,GM,KE,LS,MW,MZ,NA,SD,SL,SZ,TZ,UG,ZM,ZW),EA(AM,AZ,BY,KG,KZ,MD,RU,TJ,TM),
EP(AT,BE,BG,CH,CY,CZ,DE,DK,EE,ES,FI,FR,GB,GR,HU,IE,IS,IT,LT,LU,LV,MC,NL,PL,PT,RO,SE,SI,SK,TR),OA(BF,
BJ,CF,CG,CI,CM,GA,GN,GQ,GW,ML,MR,NE,SN,TD,TG),AE,AG,AL,AM,AT,AU,AZ,BA,BB,BG,BR,BW,BY,BZ,CA,CH,CN,CO,
CR,CU,CZ,DE,DK,DM,DZ,EC,EE,EG,ES,FI,GB,GD,GE,GH,GM,HN,HR,HU,ID,IL,IN,IS,JP,KE,KG,KM,KN,KP,KZ,LA,LC,L
K,LR,LS,LT,LU,LV,LY,MA,MD,MG,MK,MN,MW,MX,MY,MZ,NA,NG,NI,NO,NZ,OM,PG,PH,PL,PT,RO,RS,RU,SC,SD,SE,SG,SK
,SL,SM,SV,SY,TJ,TM,TN,TR,TT,TZ,UA,UG,UZ,VC,VN,ZA,ZM,ZW

(72)発明者  ヨン－ジュン・カク
            大韓民国・キョンギ－ド・ヨンギン－シ・ドンチョン－ドン・（番地なし）・スジンマウル・ヒョ
            スン・アパート・＃２０６－９０１
(72)発明者  ヒムク・ヴァン・デル・ヴェルデ
            イギリス・ミドルセックス・ＴＷ１８・４ＱＥ・ステインズ・サウス・ストリート・（番地なし）
            ・サムスン・エレクトロニクス・リサーチ・インスティテュート・コミュニケーション・ハウス内
(72)発明者  ゲルト・ヤン・ヴァン・リーシャウト
            イギリス・ステインズ・ミドルセックス・ＴＷ１８・４ＱＥ・サウス・ストリート・（番地なし）
            ・サムスン・エレクトロニクス・リサーチ・インスティテュート・コミュニケーション・ハウス内
Ｆターム(参考) 5K067 AA13  BB04  CC10  DD51  EE02  EE10  FF02  HH23  HH28  JJ12 


	biblio-graphic-data
	abstract
	claims
	description
	drawings
	search-report
	overflow

